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九
州
大
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文
学
部
文
学
科
関
係
講
義
題
目

昭
和
五
十
八
年
度
第
一
学
期
（
昭
和
五
十
八
年
四
月

l
九
月
）

講演特 H 演特
義習研 習講
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語

学

国
語
学
要
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抄
物
資
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国
語
史
資
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研
究

国
語
表
記
法
の
研
究

万
葉
集
巻
十
（
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岡
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子
大
学
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天
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平
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選

よ
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近
世
文
人
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代
文
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作
品
研
究
（
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養
部
）

近
代
作
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近
代
文
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究
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諸
問
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｜
｜
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授
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平
安
和
歌
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諸
問
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福
岡
教
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大
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歌
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中
世
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歌
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（
立
教
大
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中
国
語
学

説
文
解
字
段
注

好
述
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音
韻
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文
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論

文
選
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集
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究
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究
（
円
ユ
ω
冨

Res〉

作
品
の
語
学
的
研
究

2
5
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養
部
）

（
教
養
部
）
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学

セ
ム
語
概
説
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論

ヘ
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ズ
ム
期
の
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リ
シ
ア
語

意
味
論
の
諸
問
題

演演
習習

H 演特
習講

H 演特 H

習研

言
語
学
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諸
問
題

音
声
学

音
韻
論

理
論
言
語
学
実
習

，， 演特 H

習研

リ
l
チ
の
意
味
論

業

報

（
教
養
部
）
林 田

授

西

岡

助
教
授
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岡

教

授

ブ
l
ヴ
ィ
エ
教
師

II 

松

田

教

授
，， ，， ，， 

早

田

助
教
授
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教

授

，， 

文
法
的
範
曜
論
（
サ
ピ
ア
、
ウ
ォ

l
フ
他
）

ソ
シ
ュ
l
ル
の
言
語
学
（
西
南
学
院
大
）
富

盛

講

師

，， 昭
和
五
十
八
年
度
第
二
学
期

（
昭
和
五
十
八
年
十
月
l
五
十
九
年
三
月
）

演特
習講

国

語

学

国
語
学
要
論
ー
ー
ー
文
法
論
ー
ー
ー

平
曲

国
語
学
の
諸
問
題

ア
ク
セ
ン
ト
史

国
語
史

抄
物
資
料

国
語
史
資
料
研
究

国
語
表
記
法
の
研
究

万
葉
集
巻
十
（
福
岡
女
子
大
学
）

方

言

の

研

究

（

鹿

児

島

大

学

）

現

代

日

本

語

（

大

阪

大

学

）

国

文

学

天
愚
孔
平
伝

風
俗
文
選

在
津
紀
事

近
世
文
人
伝

現
代
文
学
作
品
研
究

近
代
作
家
論

重

松

教

授

115 

奥

村

教

授
，， 

演特特 H

習講研

，， 

迫

野

助

教

授

II 

臨 講演特 H

講義習研

鶴

教

授

田

尻

助

教

授

宮

地

教

授

中

野

教

授

H 演特 H 演特
習研 習講

，， 

（
教
養
部
）



グ講演特
義習研

近
代
文
学
研
究
の
諸
問
題

江

吏

部

集

（

熊

本

大

学

）

蒲
原
有
坊
の
象
徴
詩
（
教
養
部
）

平
安
和
歌
の
諸
隠
遁
（
福
岡
教
育
大
学
）

中
国
語
学

説
文
解
字
段
注

好
述
伝

紅
楼
夢

漢
語
立
国
韻
学
（
福
岡
大
学
）

中
国
文
学

北
朝
文
学
史
考

文
選
李
善
注

白
氏
文
集

中
国
文
学
の
諸
問
題

唐
代
伝
奇
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詞

（

教

養

部

）

現

代

小

説
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究

（
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）
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詩
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ブ
l
ヴ
ィ
エ
教
師

，， 

授

西国

，， II ，， 

中

川

教

授

松

田

教

授

，， ，， ，， 

早

田

助
教
授
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が演特 H 演
習研習

東
洋
語
の
諸
問
題

理
論
言
語
学
演
習

（
教
養
部
）

I/ 

形
態
論
的
手
順

弁
別
素
性
論

レ
ト
・
ロ
マ
ン
語
学
入
門
（
西
南
学
院
大
）
富

学
会
・
研
究
室
行
事

国
語
学
・
国
文
学
関
係

O
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
（
昭
和
田
年
6
月
5
日
）

『
武
道
伝
来
記
』
に
つ
い
て

－

1
善
と
悪
の
視
点
か
ら
｜
｜

南
畝
・
銅
脈
以
前
の
狂
詩

1
i評
判
記
狂
詩
と
そ
の
周
辺
｜
｜

宮
沢
賢
治
の
短
歌

中
原
中
也
の
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム
詩

｜
｜
「
ノ
l
ト
1
9
2
4
」
を
中
心
に
｜
｜

檀
一
雄
初
期
作
品
に
つ
い
て

「
唐
音
和
解
」
の
国
語
学
的
研
究

岡
嶋
冠
山
の
唐
話
学

近
世
の
長
編
紀
行

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
日
本
語
教
育

I/ ／／ λF 

林

教

授

盛

講

師

安

永

美

恵

龍宮

崎

修

多佳

花

田板崎関長松

尻坂村島野下

英耀弘昭秀博

三子文浩樹文

「
伊
勢
物
語
』
十
二
了
十
四
・
十
五
段
を
考
え
る
1
1
1
「
み
や
び
」

と
「
ひ
な
び
」
と
の
出
会
い
を
中
心
と
し
て
｜
｜士

回

118 

回

達

O
第
お
圏
西
日
本
冨
語
呂
文
学
会

（
於
佐
賀
大
学
、
昭
和
田
年
叩
月
8
日
I
9
B）

田

中

道

雄

日
加
固
さ
く
を

蕪
村
の
立
場

「
タ
霧
」
論

＊
 

岡

島

冠

山

の

訳

語

大

久
留
米
崎
門
学
派
問
書
の
地
域
共
通
語
望

方

言

の

ア

ス

ペ

ク

ト

木

中
原
中
也
詩
に
お
け
る
幼
児
の
表
象
に
つ
い
て
中

鍋

島

直

僚

と

寂

源

僧

正

井

O
「
語
文
研
究
」
第
日
号
（
昭
和
田
年
ロ
月
発
行
〉

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
構
想
臆
断
｜
｜
高
舘
1
1
1紫

『

興

津

弥

五

右

衛

門

の

遺

書

」

論

宮

『
月
に
吠
え
る
』
形
成
過
程
の
考
察
E

1
l罪
人

か

ら

病

者

へ

｜

｜

圏

中
原
中
也
「
合
差
」
論

－

l
i〈
在
り
し
日
〉
の
隔
絶
性
に
つ
い
て
中

〈
紹
介
〉
金
原
理
著
「
平
安
朝
漢
詩
文
の
研
究
』
・

後
藤
昭
雄
著
「
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』
エ

O
「
語
文
研
究
」
第
防
号
（
昭
和
田
年
6
月
発
行
）

『
狭
衣
物
語
』
の
「
宮
の
中
将
」
を
め
ぐ
っ
て
後

橋

百
合
子

正

道

暢

子畳一且幸

上原部月

敏

藤

誠

也

崎

隆

広

生

雅

子

原

塁

藤

重

矩

藤

康

文



「
め
で
た
さ
」
の
季
節

｜

｜

天

明

狂

歌

の

本

質

｜

｜

久

保

田

啓

「
老
狂
人
」
か
ら
「
羅
生
門
」
ま
で
l
｜
「
羅
生
門
」
前
史
に

お
け
る
視
点
の
獲
得
と
関
連
し
て

l
｜

松

本

常

彦

文

終

止

形

式

か

ら

見

た

荘

子

抄

の

成

立

古

田

雅

憲

唐
通
事
の
語
学
書
｜
｜
「
訳
詞
長
短
話
」
管
見
｜
｜
大
橋
百
合
子

〈
紹
介
〉
大
内
初
夫
・
尾
形
仇
・
棲
井
武
次
郎
・
白
石
悌
三
・

中
西
啓
・
若
木
太
一
編
『
去
来
先
生
全
集
』
石
川
八

朗

O
「
語
文
研
究
」
第
日
号
（
昭
和
田
年
ロ
月
発
行
）

国
風
・
詠
物
・
狂
詩
1

1
古
文
辞
以
前
に
お
け
る

遊

戯

的

漢

詩

文

の

側

面

ー

ー

ー

宮

「

雨

ニ

モ

マ

ケ

ズ

」

を

読

む

龍

「
リ
ツ
子
そ
の
愛
・
そ
の
死
」
の
死
生
観
長

平

曲

譜

本

の

「

清

ム

」

注

記

中

山

崎

闇

斎

学

派

聞

書

資

料

の

象

徴

詞

望

。
国
語
学
国
文
学
公
開
講
演
会

（
於
法
文
系
二

O
二
番
講
義
室
、
昭
和
田
年
ロ
月
5
日
）

比
較
文
学
に
お
け
る
材
源
の
研
究

（
熊
本
大
学
）

（
大
阪
大
学
）

崎

正高秀佳修

道里樹花多

月村野

現
代
日
本
語
研
究
の
視
界

宮金

授授

地原

教教

中
国
文
学
関
係

O
中
国
文
芸
座
談
会

葉

報

第
回
回
（
昭
和
田
年
ロ
月
四
日
）

詩
経
の
「
輿
」
に
つ
い
て

侍
玄
に
つ
い
て

新
世
代
の
中
国
当
代
文
学
の
一
典
型

ー
ー
女
流
作
家
張
潔
の
場
合
｜
｜

第
則
的
回
（
昭
和
田
年
1
月
お
日
）

史
記
の
中
の
司
馬
選
像

高
適
、
そ
の
生
涯
と
詩
作

呉
偉
業
の
変
節
と
そ
の
意
識

第
回
回
（
2
月
6
日
）

魚
玄
機
、
中
国
女
流
詩
に
お
け
る
そ
の
存
在
の
特
異
性

伊

藤

東 小木与
小
田

中西安

花
関
集
の
詞
風
と
編
纂
意
図

当
代
文
学
に
お
け
る
蒋
子
龍
の
位
置
づ
け

ー
l

「
喬
廠
長
上
任
記
」
を
中
心
と
し
て
｜

京
劇
発
展
継
承
問
題
の
方
向
に
つ
い
て

第
回
回
（
5
月
日
日
）

庇
籍
「
詠
懐
詩
」
の
反
語
表
現
に
み
る
、

そ

の

脱

俗

の

あ

り

方

に

つ

い

て

田

五
言
詩
の
定
着
過
程
に
お
け
る
新
声
変
曲
の
意
義

中 岩

男

大
久
保

第
町
田
（
9
月
お
日
）

清
末
民
国
初
思
想
史
に
お
け
る
「
西
学
」
受
容
の
行
程

｜

｜

語

嗣

同

・

魯

迅

｜

｜

牧

角

林元

孝睦

子夫

隆

筋原積

由
紀
子

暁

子

健

吉

直

子
英

寿

俊

弘

早
和
子

中

順

子

村

昌

彦

Q
d
 

悦

子

日



劉
向
と
漢
代
の
楚
辞

宮

野

直

也

英
語
学
・
英
文
学
関
係

O
日
本
英
文
学
会
第
弱
回
大
会

（
昭
和
田
年
5
月

u
・
日
日

小
説
吋
宏
司
S
S
の
対
位
法

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

出
国
丘
可
の
詩
の
現
代
性

O
日
本
英
文
学
会
第
初
回
九
州
支
部
大
会

（
昭
和
田
年
日
月
ロ
・
日
日
於
九
州
大
学
）

za・
0
8
w巴
rphHE
研
究
1
I
1
ω
E
R
E
d『O
日
自
の
救
い

大

野

龍

治

ロ
レ
ン
ス
の
創
意
ー
ー
ー
モ
ロ
ミ
s
g
h
s
を
中
心
に

吉

村

治

『
密
偵
』
に
み
る
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
都
市
観
城
島
秀

同

s
h
tミ
と
聖
書
的

4
E
oロ
伊

藤

健

ω｝

g
w白
印
刷
》
叩
曲
目
悲
劇
に
お
け
る
た
同
R

－jB昨
阻
止
O
ロ
ョ
に
つ
い
て

太

田

一

「
無
垢
の
歌
」
と
「
経
験
の
歌
」
の
対
立
に
つ
い
て中

村

『モ
l
ビ
l
・

デ

ィ

ッ

ク

』

の

嵐

と

凪

高

橋

HM白
S
E
Z
H芯
包

Q
E
m
g一
司
O
司
自
白
口
弘
冨
自
ロ

E
m

山

崎

O
ロ

ωo自
由

ω円
三
昨
日
江
口
開
民
四
円

v
Z
O同
何
冊
目

umzzoロ
於
昭
和
女
子
大
学
）

石

井

康

一

でと
に3

野

Eヨ
巨ヨ

昭一子郎昭

ひ
ろ
子勤

和

夫

大

橋

浩
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

語
用
論
1I1理
論
的
現
状
と
そ
の
応
用

特
別
講
演

0
3
5日
常
田
口
弘

O
吋曲目
B
三
百
回
－
〉
若
田
円
巾
口
四
回
目

日

H
H

開
］
日
目
白
げ
四
件
町
印
口
開
ロ
∞
宮
田
町
一
「
D
F
D
0・
同
四
叩
色

。。a
g
Z
0・M
m
（
昭
和
田
年
ロ
月
発
行
）

『
冬
の
物
語
』
と
聖
書
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
｜
｜
文
学
と
神
学
の
遜
遁

伊

藤

健

一

大

江

良日

。
ロ
吾
巾

ω山
田
口

2
自
己
冨
叩

S
H）

F
O門
田
山
口

忌
尋
問
旬
、
暗
号
、
匂

hwSミ
な
主
任
容
R

H
回目

H
N
丘
四
円
。
ロ
ロ

m
g
回目
m
h
c
q
h

岩

本

誠

『
無
垢
の
歌
』
ー
ー
そ
の
「
静
」
の
本
質
と
「
夜
」
の
諸
相
に

つ

い

て

中

村

ひ

ろ

子

宮
戸
の
白
浜
色

H
E
S
研
究
｜
！
ω
a
c白
色
者
O
B
E

の

救

い

大

野

龍

浩

『

密

偵

』

に

お

け

る

都

市

と

人

間

城

島

秀

子

ロ

レ

ン

ス

『

恋

す

る

女

た

ち

』

吉

村

治

郎

『

白

鯨

」

の

海

ー

ー

そ

の

嵐

と

凪

高

橋

勤

繰
り
返
し
に
よ
る
皮
肉
表
現
に
関
す
る
一
考
察
大
橋
浩

O
日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会
第
包
囲
全
国
大
会

（
昭
和
田
年
叩
月
日
－

m日
於
純
心
女
子
短
期
大
学
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

フ
ォ
ー
ク
ナ
l
研
究
の
課
題

治

原

口

遼



O
第

n回
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
学
会

（
昭
和
田
年
叩
月

n
・
お
日

パ
、
不
ル
・
司
ア
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
喜
劇
に
お
け
る
〈
発
見
〉
に
つ
い
て

柴

田

於
新
潟
大
学
）

稔

彦

独
文
学
関
係

O
日
本
独
文
学
会
第
訂
回
総
会
研
究
発
表
会

（
昭
和
田
年
5
月
9
日
－

m日
於
東
京
都
市
セ
ン
タ
ー
〉

O
日
本
独
文
学
会
秋
季
研
究
発
表
会

（
昭
和
問
年
叩
月
6
日
・

7
日
於
静
岡
大
学
）

芸
術
家
小
説
と
し
て
の
同
－
H
U
E

－
モ

l
リ
ツ
の

『
ア
ン
ト
l
ン
・
ラ
イ
ザ
i
』

伊

藤

利

男

O
第
羽
田
日
本
独
文
学
会
西
日
本
支
部
総
会
研
究
発
表
会

（
昭
和
問
年
日
月
お
日
・
幻
自
於
九
州
大
学
文
学
部
）

ゲ
l
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
に
お
け
る

グ

レ

ー

ト

ヒ

ェ

ン

悲

劇

に

つ

い

て

中

山

昌

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の
作
品
に
お
け
る
主
人
公
の
死
に
つ
い
て

守

志

弘穂

仏
文
学
関
係

O
一
九
八
三
年
度
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
春
季
大
会

（
昭
和
田
年
5
月
犯
－

m日
司
於
早
稲
田
大
学
〉
、

同，

F
・
0ω
ロ
2
2
の
可
h
N
3
H
Q
及

。

に

つ

い

て

森

とまy
刀t

山宗

業

報

O
第
一
回
九
州
大
学
仏
語
仏
学
研
究
発
表
会
（
昭
和
田
年
5
月
幻
自
）

∞
号
句
、
言
、
匂
弘
、
守
丘
、
huミ
G
郎、仏
O
H
∞ω
。

萩

原

直

幸

田
M

吋－

2
3
3句
bg
含
肘
V
E
g－
渡

辺

恵

子

F
o
m
O
A
M
H
b件。吋一口。】己ロ

ω
口。ロの
0

0
件
色
。
］
山
口
σσ
円件。

E
S
E
E〈
O
吋

ω
g自
己

ωぽ
ロ

水

野

真

理

U
S．8ミ
S
3
Y
S
E
E
S
8
含
広
円
。

ω
田

島

俊

郎

何

H
E
o
g門
町
【
由
自
己
可
ω
5
0

森

宗

崇

Z
包

ωωω
ロ
8
qロ
DohvHU日

ω件
。

ロ

ル

円

。

寺

迫

紀

子

ωロ
こ
ω
吋
巴
在
。
ロ
門
凶
g
h
v
h
S
Nーミ
S
さ
い
可
室
、
匂
山
本
和
道

J
・
J
ル
ソ
！
の
作
品
に
お
け
る
「
疎
外
」
の
問
題
に
つ
い
て

山

下

高

之

O
第
三
十
回
九
州
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
（
昭
和
田
年
日
月
幻
日
於
教
養
部
）

『
転
落
』
E

｜
｜
哀
し
き
冗
長
と
隠
さ
れ
た
る
希
望
｜
｜

水

野

真

理

出
口
百
円

g
ロ
ω
に
お
け
る

ggEω
目
。
に
つ
い
て

湯

原

か

の

子

－
『
失
な
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
に
お
け
る
「
時
の
副
謂
」
の
用
法

秋

山

怜

子

「
カ
ラ
ク
テ
ー
ル
と
エ
ッ
セ
ー
」
に
つ
い
て
坂
本
勲

0
フ
ラ
ン
ス
文
学
論
集
第
十
八
号
（
昭
和
田
年
叩
月
発
行
）

冨
O
】
目
。
お
に
お
け
る

b
。遺

LEns
の

位

置

田

島

A
寸ロ

i
p

］

o
t
o

－ω】
、
自
ロ
？
・

V
試

論

白

土

h
u
S
私
立
に
お
け
る
「
心
情
」
に
つ
い
て
中
久
保

M
U
S
Z
P
B
g
a
o
守
口
旦
忠
｜
可
。
ロ
吋
冨
忠

gmwロ
Z
G
口
。

悦康俊

子代郎
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富

永

O
田

Z
P向

U
M－
－
胸
囲
拘

g
e
a
v
E
S
S
Z
Z
P
2
2
2
2

母
国
喧
回
出
回

4
2
a芯
内
四
回
同
u司

EFazvN
（
昭
和
田
年
日
月
発
行
）

ぎこ
ghushbg
骨

Hugs－
同

包

ro
君
主
吉
田

z

h
h可
〉
お
句
ぬ
冶
同
語
、
、
口
、
向
。
ロ
戸
、
白

σ凹
巾
ロ
nmw
島
民

zb叶
。
凹

吋
。
凹

E
S
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